
すべての人物について、
生没年 出生地 経歴
など基本情報を 鵬島 評
和」の視点から人物像
を捉え、斬新かつ今日

的視点に立って記述。
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1干り行の言葉 鶴見俊輔

現代は煮つまってきている。前に 「「現代日本」

“

‖:人物

・:`りtJを つくったとき、その人の戦午111にいた場lJrをさいて、

1卜き入れることを,さがけたが、161:後の今は、この前の日本

の仕掛けた職,に ついて体験を持つ人が少なく、おなじ方法

をとることはできない。

1え和については、敗職にさかのはって=え ることでは足り

ない。りl治はじめにさかのはって孝えることでも足りない。

りl治より前にさかのはって=え ること力
`必要である。

孤島に流れついた漂流イ万次郎が、1‖鰊船の船長ホイットフィールドに身振りでしら

せた,:葉。腹がへっている、というtl味。そこから‖iriさなくては、と思う。

りJ治以前の1:策は、横,「小楠にしても、安藤|:益にしても、jjI代の111rの,:葉に近い。

そのころの r"tやll川のltっていた
`:策  これに加えて、腹力fへるというJjl実が、今

の‖t界にとって1=和運動の基礎である。

り1静から、日本は、欧米の学術川l語から,:葉を‖:りで、思想を計,るようになった。残

念な力(らその習慣に平|:迅勁が彫讐された。

その習Inを1:りて、知1識人は1=有1について″:るようになり、それが今‖まで続いてい

る。こうして戦争は人殺してあるというJi実を隠すようになった。

兄 「載,ご っこをやろうJ

・I・「うん、やろうJ

兄 「戦■はこわいぞ」

弟 「なぜ」

兄 「敵に殺される」

・/.「じゃ、ぼくは敵になろう」

これは、職時 ドに、秋
"1実

が集めていた漫オのネタの 部である。

ここから‖1発しようとしていた浸才師のネタモトが職‖手にもいたが、そのよは実らな

かった。

そのよを、た 「年おくれて、‖本文化に実らせたい。そのためには、平和運JJIの基礎

を、欧米  今は米1哺  にゆたねることをやめ、‖本人のll常の,r槃から‖lriしたぃ。

その目的のために、11:有1人物人J`典1も 、り」治より 1ヽいところからはじめたい。

ljlに、戦1キの自分の体験からはじめなくても、戦年は、見梵1らぬ人に命令され、ll知|

らぬ人を投すことである  そのことを学術川l語に隠さずla極めることができるはずだ。

あくまでもこの'|`りにはその新しい,:葉づかいの人りllをつくることをめざす。

戦中に政府の‖1版した小冊rに、「戦争は文りIのllJとあった。よくぞ,:ったと思う。

そうだとすれば、私たちは文明とまっすぐ|"き合わなくてはならない。文りlのエスカレ

ーターに身をゆだねていては、ら、たたび、 iた び、戦争に突き人ることを避けられない。


